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　　日本地域福祉学会　　　日本地域福祉学会　
　　　　　　第 26回大会の開催にあたって　　　　　　第 26回大会の開催にあたって

第 26回大会実行委員会委員長　岡　本　悳　也

（熊本学園大学　学長）

　日本地域福祉学会の会員の皆様、本年６月９日（土）と 10 日（日）、熊本学園大学にて第 26

回大会が開催されます。

　３・11 東日本大震災は、これまでの科学の叡智をはるかに超え、自然のもつ力の脅威を痛感

させられました。社会の仕組みや地域のもつ包容力や家族の絆とは何かを改めて厳しく問われ

る時代に突入したと受け止めています。研究者や実践者達は地道に地域の人びととともに歩き、

自然の営為に学ぶ態度を持ってきました。かつて、本学の研究者たちの中には、1950 年代には

学校社会事業の視点から長期欠席の子どもたちに対するソーシャルワークを展開した研究者や、

水俣病が明らかにされる前に水俣の地に出向き、福祉事務所のワーカーや学生とともに、家庭

訪問をしながら生活課題や福祉課題を明らかにした研究者がいました。少子超高齢社会の中で、

家族・地域の崩壊が叫ばれ、「無縁社会」が日常化する状況を克服する叡智をさらに強く持たな

ければなりません。鹿児島のある地域では、「行き倒れた人」を葬る石碑を「有縁仏」として丁

寧に埋葬しています。「無縁」から、すべての出来事を「有縁」とする人びとに学ばなければな

りません。

　地域福祉学会に参集される会員各位が、大会テーマである「新たなコミュニティの創造と地

域福祉の課題―受苦からの再生」のもと、生命とは何か、生活や暮らしとは何か、地域とは何か、

地域のもつ力や包容力や教育力は何か、社会福祉とは何かと、思索しつつ研究と実践に向かい

合い、交流と連携を深める大会になることを願っています。

　熊本学園大学は 2012 年には、70 周年を迎えます。また、熊本市は政令指定都市となった記

念すべき時に大会を開催でき、多くの皆様の研究と実践の交流ができることをうれしく思いま

す。大会の成功を祈念いたします。
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